








38

27．相手の胴（胴絞）、頸、頭を脚で挟んで絞める（両足を交差し、両脚を伸ばし
て）。

28．攻撃の意思なく相手の脚を蹴る行為。
29．両者が立ち姿勢の状態で関節技、絞技を施した場合、「待て」を宣告し「指導」
を与える。その行為が非常に危険であった場合、相手に危害を与えるような場合
は「反則負け」が与えられる。

30．脚を巻きつける行為は、直ちに攻撃しない場合「指導」が与えられる。
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30 . The act of entangling the leg without making an immediate attack must be 
penalised with shido .

Hansoku-make (Grave Infringements Group):
Hansoku-make is given to any contestant who commits a grave infringement or 
who having been given two (2) shido, commits a further slight infringement .

Direct hansoku-make for protection of the judoka: the competitor loses this contest 
but can continue in the competition if applicable .

1.To “dive” head first, onto the tatami by bending forward and downward while 
performing or attempting to perform techniques such as uchi-mata, harai-goshi, 
etc . or to fall directly backwards while performing or attempting a technique . 

2 . Head defence, to ensure that judo has as little trauma as possible, if uke 
attempts voluntarily to use the head with any movement which is dangerous for the 
head, neck or spine, for defence and to avoid landing in / escaping from a score he 
shall be penalised with hansoku-make .
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 反則負け（重大な違反）
　「反則負け」は、重大な違反を犯した試合者、もしくは「指導」を２回与えられて
いる試合者がさらに軽微な違反を犯したときに与えられる。
　以下が原因で直接的「反則負け」を与えられた選手は、その試合は敗退となるがそ
の後に試合があった場合は出場することができる。
１．内股、払腰等の技を掛けるか、又は掛けようとしながら、身体を前方へ低くま
げ、頭から畳に突っ込む。または立ち姿勢で技を掛けながら、あるいは掛けよう
としながら、まっすぐ後方に倒れること。

２．ヘッドディフェンス：柔道において重大な事故を防ぐために、受が（相手の投技
に対して）背中から着地することやスコアを取られることを防ぐ為、頭や首、脊
椎などに危害が及ぶ危険性があるにもかかわらず故意に頭部を使用する動作。
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　　取が投技で相手を投げようと試みた状況、例えば、背負落（注：背負投、一本背
負投の形で直下に投げ落とす技）、相手の両袖を掴んだまま施される袖釣込腰 、
相手の両襟を掴んだまま施される腰車など、受が故意ではなくヘッドディフェン
スの形になった場合は特に注意深く判定が行われる。上記は例であり、別の投技
でも起こりうる。このような場合は、取にも受にも罰則は与えない。

　以下が原因で直接的「反則負け」を与えられた選手は、失格となり、それ以降の試
合に出場することができない。
 　１）河津掛を試みる。
　　　投げの動きの中で、投げている試合者が身体をひねったり回転したりしても

「河津掛」とみなされ、罰則が与えられる。
　　　足又は脚を相手の脚にからんでの大外刈、大内刈、内股のような技は認めら

れ、スコアが与えられる。

　２）肘関節以外の関節をとる。
　　　払腰、内股等のような投技を試みるときに、片手で相手の襟を握り、腕挫腋固

のようにして（相手の手首が投げる者の腋の下に固定されている状態）、うつ
伏せに倒れこむことは、負傷の可能性があるため、罰則が与えられるべきであ
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Special attention will be given to situations where tori attempts to throw his 
opponent during tachi-waza with, for example, seoi-otoshi (drop seoi-nage), sode-
tsurikomi-goshi  with the grip on both sleeves and koshi-guruma with both grips on 
the collar and uke makes an involuntary head defence . These are examples and 
this situation can occur with other throwing techniques . In this situation there is no 
penalty for either tori or uke . 

Direct hansoku-make for acts against the spirit of judo: NOT allowed to continue to 
the next contest, out of competition .

1 . To apply kawazu-gake (to throw the opponent by winding one leg around the 
opponent’s leg, while facing more or less in the same direction as the opponent 
and falling backwards into him) . Even if the thrower twists/turns during the throwing 
action, this should still be considered “kawazu-gake” and be penalised . Techniques 
such as o-soto-gari, o-uchi-gari, and uchi-mata where the foot/leg is entwined with 
opponent’s leg will be permitted and should be scored .

2 . To apply kansetsu-waza anywhere other than to the elbow joint . To attempt such 
throws as harai-goshi, uchi-mata, etc ., with only one hand gripping the opponent’s 
lapel from a position resembling ude-hishigi-waki-gatame (in which the wrist of the 
opponent is trapped beneath the thrower’s armpit) and deliberately falling, face 
down, onto the tatami is likely to cause injury and will be penalised . No intent to 
throw an opponent cleanly onto his back is a dangerous action and will be treated 
in the same way as ude-hishigi-waki-gatame .
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る。相手をきれいに仰向けに投げようと意図しない動作は危険であり、「腕挫
腋固」と同様に扱う。

　３）腕挫腋固のような技を掛けるか又は掛けようとしながら、畳の上に直接倒れ
る。（上記の２項を参照）

　４）相手が払腰等を掛けたとき、相手の支えている脚を内側から刈る。
　５）特に頸や脊椎・脊髄など、相手を傷つけたり危害を及ぼしたり、あるいは柔道

精神に反するような動作をする。
　６）試合者の一方が、後ろからからみついたとき、これを制しながら、故意に同体

となって後方に倒れる。
　７）背を畳につけている相手を引き上げ、これを畳に突き落とす。
　８）主審の指示に従わない。
　９）試合中に、無意味な発声や、相手や審判員の人格を無視するような言動を行

う。
　10）硬い物質又は金属の物質を身につけていること（覆っていても、いなくて

も）。
　11）柔道精神に反する行為があった場合は、試合時間のいかなるときにでも直接的

な「反則負け」が与えられる。
　12）蟹挟みを施すこと。

　試合者が「指導」を３回繰り返したとき、主審は副審と合議した上で、その試合者
に「反則負け」を宣告する。３回目の「指導」は、「指導」ではなく「反則負け」と
宣告され、試合は第13条によって終了する。

◆第19条　「不戦勝ち」及び「棄権勝ち」◆
　「不戦勝ち」は、一方の試合者が試合場に現れない場合に、「30秒ルール」を適用
した後、もう一方の試合者に与えられる。
　試合放棄：一方の試合者が時間通りに準備を整えているが、もう一方の試合者が現
れていないことをスーパーバイザーと審判委員が確認した場合、スーパーバイザーと
審判委員は大会放送係に、その場にいない試合者の最終呼び出しを行うよう要請す
る。
　その後、審判員は、準備ができている試合者を試合場の端で待機させる。タイマー
で30秒のカウントダウンを始め、30秒経過後、対戦相手が試合場にいない場合「不戦
勝ち」となる。その場合、審判員は準備ができている試合者を試合場に招き入れ、勝
者であることを示す。
　試合を放棄した試合者は、スーパーバイザーと審判委員が、ある一定の条件を満た
していると認めた場合、敗者復活戦に参加することができる。
　主審は「不戦勝ち」を与える前に、スーパーバイザーと審判委員によってそれを
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行ってよいと認められていることを確認しなければならない。

　試合中、いかなる理由であっても試合者が棄権したときは、相手の試合者に「棄権
勝ち」が与えられる。
　（SOR９条５項 Entry to Field of Playに記載されている）衛生、髪型、ヘッドカ
バーについて、規定に従わない選手は、もしくは試合をする権利を放棄した選手がい
た場合、三者多数決の原理により相手選手に対して試合が始まっていなければ「不戦
勝ち」、試合が始まっていれば「棄権勝ち」が与えられる。
「ソフトコンタクトレンズ」
　試合者の一方が、試合中にコンタクトレンズを落とし、直ちにそれを装着すること
ができない場合、その試合者がコンタクトレンズなしで試合を続けることができない
ことを主審に伝えたときは、主審は副審ならびにスーパーバイザーと審判委員と合議
の上、もう一方の試合者に「棄権勝ち」による勝利を与えるものとする。

◆第20条　負傷、疾病、事故◆
　試合者の一方が試合中に負傷、疾病、事故のため、試合続行不可能となった場合、
主審は次の各項に基づき、副審と合議の上、決定する。
　ａ）負傷
　　１）負傷の原因が、負傷した試合者自身の責任と認められるときは、負傷した試

合者が負けとなる。
　　２）負傷の原因が、負傷していない試合者の責任と認められるときは、負傷させ

た試合者が負けとなる。
　　３）負傷の原因が、どちらの試合者の責任とも決めかねるときは、試合を続行で

きない試合者が負けとなる。
　　　試合中、一方の選手（白）が相手（青）の行為により怪我をして、白の選手が

試合を継続できない場合、審判はその行為を分析し、規定に沿って判断を下
す。各事案によってそれぞれ分析し判断を下すこと。

　ｂ）疾病
　　　試合者の一方が、試合中に発病し、試合続行が不可能となった場合、原則とし

て当該試合者を負けとする。
　ｃ）事故
　　　外的要因（不可抗力）によって起きた事故の場合、主審はスーパーバイザーと

審判委員との合議の後、当該試合を中止又は延期とする。「不可抗力」の事態
においては、スポーツ理事、スポーツ委員会あるいはスーパーバイザーと審判
委員が、最終判断をする。
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医師の診察
　ａ）試合者が頭部もしくは背部（脊柱）に強烈な衝撃を受けたとき、又は主審が重

大な負傷が起こったと判断したとき、主審は医師を呼ぶこと。いずれの場合に
おいても、医師はできるだけ短時間に試合者の診察を行い、主審に試合を続行
できるか否かを告げる。

　　　原則として試合者１名に対し、１人の医師が試合場に上がることが認められ
る。医師に補助が必要な場合には、医師は先ず主審にその旨を報告しなければ
ならない。

　　　コーチが試合場に上がることは絶対に許されない。
　　　主審は、負傷した試合者のそばで、医師による行為が規定どおりのものである

か確認をする。
　　　ただし、何らかの決定のために意見を述べる必要がある場合には、主審は副審

と協議することができる。
　　　医師が負傷した試合者を診察した後、試合続行不可能である旨を主審に告げた

場合、主審は副審と合議の上、試合を終了し、相手の試合者に「棄権勝ち」を
与える。

　ｂ）試合者は主審に医師を呼ぶことを要請できる。ただしこの時点で試合終了と
し、相手の試合者に「棄権勝ち」が与えられる。

　ｃ）医師は、担当する試合者に対処するため、試合への介入を要請できる。ただ
し、この場合、その試合は終了し、相手の試合者に「棄権勝ち」が与えられ
る。

　主審と副審が試合続行不可能と判断したときはいかなる場合でも、スーパーバイ
ザーと審判委員と協議のうえ、主審は試合を終了し、規定に則って結果を示さなけれ
ばならない。

出血を伴う負傷
　出血を伴う負傷があった場合、主審は医師を呼び、止血させる。出血があった場
合、安全面の見地から、主審は医師を呼ぶ。可能であれば、止血は場外で行い、審判
員が帯同すること。
　出血をしている間は試合を行うことはできない。ただし、出血を伴う同じ部位の負
傷は、医師による手当てを２回まで受けることができる。同じ部位の３回目の出血の
時点で、主審は副審と合議した上で、試合者自身の安全のために試合を終了し、相手
の試合者に「棄権勝ち」を与える。
　出血が止まらず、覆うことができない場合は、相手の試合者に「棄権勝ち」が与え
られる。
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軽微な負傷
　軽微な負傷については、試合者自身が処置することが認められる。例えば指が脱臼
した場合には、主審は「待て」又は「そのまま」を宣告して試合を中断し、脱臼した
指を試合者自ら復すことを認める。試合者が同じ指の整復を行うことは２回まで認め
られる。同じ脱臼を３回目に負った時点で、当該試合者は試合続行が不可能であると
みなされ、主審は副審と合議した上で試合を終了し、相手の試合者に「棄権勝ち」を
与える。
　大会組織委員会の手配した医師、もしくはチーム帯同医師は、審判員の要請により
診察することができる。
　大会組織委員会の手配した医師、もしくはチーム帯同医師は、選手の健康に危害を
及ぼすような深刻な状況（例：頭からの危険な着地や絞技による気絶など）が起こっ
た場合、自身の要請により試合場に上がる権利を有する。
　この例外的な要請を正当なものとして扱うために、医師は試合場の傍に立ち、胸の
高さで両手を交差させ審判員に緊急の診察を行いたい旨を通知する。審判員は、試合
を中断し、医師が畳にあがることを許可しなければならない。
　以下の３つの場合が起こりうる
・チーム帯同医師もしくは大会組織委員会が手配した医師が、健康面で危険性がある
ためその選手が試合を継続できないと判断した場合、相手選手が「棄権勝ち」とな
る。
・チーム帯同医師もしくは大会組織委員会が手配した医師が、健康面で問題がなく試
合を継続できると判断した場合、審判委員会が同意した場合は、試合を継続させ
る。
・スーパーバイザーと審判委員により、チーム帯同医師による介入が適切ではないと
判断された場合、メディカル委員会が試合を継続するかの最終的な判断を行ったう
えで公式報告書を作成する。

医療援助行為
　以下の場合、医師処置は場外のメディカルテーブルの近くで行われ、怪我をした選
手には審判員が必ず帯同すること。
　ａ）軽微な負傷や損傷の場合
　　　爪の損傷の場合、医師は爪を切ることを手伝うことができる。
　　　医師は急所の負傷を調整するのを手伝うことができる。
　ｂ）出血を伴う負傷の場合
　　　安全面の見地から、出血がある場合には、必ず医師が粘着テープ、包帯、鼻用

の止血栓などを用いて処置し、完全に出血箇所を覆わなければならない（血液
凝固剤や止血剤の使用が認められる）。

　　　医師が呼ばれたときは、できるだけ短時間に済まされなければならない。
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（注）：上記の状況以外で、医師が試合者に何らかの処置を施したときは、その試合
者の相手が「棄権勝ち」となる。

嘔吐
　試合者が嘔吐した場合は、相手に「棄権勝ち」が与えられる。（ｂ）「疾病」参照）
　スポーツ理事、スポーツ委員会又は審判委員によって下される他の何らかの処分を
除き、故意に相手の試合者を負傷させた場合、負傷させた試合者は、直接的「反則負
け」となる。
　医師が、試合者の身体が極めて危険であると明らかに認めた場合（特に絞技）、医
師は試合場のそばに行き、直ちに試合を中止するよう審判員に要求することができ
る。審判員は、医師が必要とする援助を全て行わなければならない。この場合、当該
試合者は負けとなる。この措置は非常時のみの対応とする。
　カデの大会で、絞技により意識を失った試合者は、その後の試合に出場することは
できない。
　IJFの選手権大会においては、正式なチームドクターは医師免許所持者のみとし、
大会に先立って登録されていなければならない。この医師だけが所定の位置に座るこ
とが許され、判別しやすい格好をしなければならない（例えば、赤十字の腕章やベス
トの着用など）。
　チームドクターを帯同させた場合、各国家連盟はチームドクターの活動に関する全
責任を負わなければならない。
　医師は、あらゆる規定の改正や解釈について知っていなければならない。
　試合場において、怪我をした選手への診察が長引く場合、主審は相手選手に対して
勝利を示し、その選手は試合場を去る。主審は、怪我をした選手が試合場から場外に
運び出されるまで、試合場に残り診察もしくは緊急操作の様子を見ておくこと。必要
があれば、メディカルチームが怪我をした選手を観衆の視線から遮らす対処を行う。
主審は、最後に試合場を去ること。
　怪我をした選手の診察が安全地帯で行われている場合、スポーツ理事は影響がある
他の試合場の試合を安全が確認できるまで中断することができる。

◆第21条　規定に定められていない事態◆
　本規定に定められていない事態が生じた場合は、審判委員会、スーパーバイザー、
審判委員と合議の上で審判員が下した決定により処理される。
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国内における「少年大会特別規定」

　国内における少年（中学生以下）の試合は、国際柔道連盟試合審判規定に則って行
われるが、安全面を考慮し、次の条項を加え、あるいは置き換えたものによって行な
うものとする。

１、加えるもの
第18条（禁止事項と罰則）
 指導（軽微な違反）
　１．立ち姿勢で相手の後ろ襟、背部又は帯を握ること。
　　　ただし、技を施すため、瞬間的（１、２秒程度）に握ることを認める。
　　　（注）中学生は、試合者の程度に応じて、後ろ襟を握ることを認める。
　２．両膝を最初から同時に畳について背負投等を施すこと。
　３．関節技及び絞技を用いること。
　　　（注）中学生は、絞技を用いることは認める。三角絞は認めない。
　４．無理な巻き込み技を施すこと。
　５．相手の頸を抱えて大外刈、払腰などを施すこと。
　６．小学生以下が、裏投を施すこと。

 反則負け（重大な違反）
　１．攻撃・防御において、故意に相手の関節を極めること。
　２．「逆背負投」（通称）の様な技を施すこと。
　３．両袖を持って投げ技を施すこと。

第18条（附則）
 指導（軽微な違反）
　１．〔相手の後ろ襟、背部又は帯を握ること。〕関係
　　①「後ろ襟」とは、柔道衣を正しく着用したときの頸の後ろ側（うなじあたり）

の範囲をいう。試合者の一方が後ろ襟を握った後、その襟を引き下げて側頸部
にずらした場合でも「後ろ襟」とみなす。

　　②「背部を握る」の範囲は、目安として肩の中心線に手首がかかるような状態を
いう。背部を握った後、柔道衣をたぐりよせて釣り手の一部の指が後ろ襟の内
側を握る状態になっても背部とみなす。特例として「後ろ襟、又は背部を握っ
た」状態で、通称ケンケン内股等（内股に限らずケンケンとなる大内刈や大外
刈等）をかけることは、〔瞬間的（１、２ 秒程度）〕の事項を適用せず、ま
た、その後、連絡した技や変化した技についても、技の効果が途切れるまで継



46

続を認める。
　２．〔両膝を最初から同時に畳について背負投等を施すこと。〕関係
　　両膝を最初から畳につくとは、膝の外側部、内側部も含む。同時はもちろん、ほ
とんど同時と見なされる場合も含む。技が崩れた結果である場合は反則としな
い。

　３．〔関節技及び絞技を用いること。〕関係
　　①寝技の攻撃・防御において、脚を交差して相手を制しているだけの状態は、三

角絞とはみなさない。抑え込もうと脚を交差して相手を制止した後、絞まって
いる状態あるいは脊椎及び脊髄に損傷を及ぼす動作と判断した場合は、受傷を
防ぐために、早めに「待て」とする。また、通称「三角固」の体勢となった時
点で、危険な状態ではないと判断しても、交差している脚を直ちに解かなけれ
ば「待て」とする。交差していた脚を直ちに解けば、寝技の攻撃・防御は継続
となる。

　　②故意ではなかったが、関節が極まった場合は、「待て」とする。
　　　（注）小学生以下は、絞技についても同様とする。
　４．〔無理な巻き込み技を施すこと。〕関係
　　「無理な巻き込み」とは、軸足のバネを利かすことなく、体を利用して倒れ込む
ようにして巻き込んだ技をいう。

　５．〔相手の頸を抱えて施す大外刈、払腰などを施すこと。〕関係
　　「相手の頸を抱えて施す大外刈、払腰等」とは、明らかに腕を相手の頸に巻きつ
けて施した場合のみをいう。

 反則負け（重大な違反）
　２．〔「逆背負投」（通称）の様な技を施すこと。〕関係
　　例えば一方の試合者が右組み、他方の試合者が左組みの体勢から、右組みの試合
者が、正しく組んだ釣り手側の前襟を両手で握りながら、右足前回り捌き又は、
左足後回り捌きで技を施し、相手を左方向に一回転させながら捻りを加えて、背
中、又は頭から投げ落とす様な技をいう。但し、背負投を施して、相手が技を防
御するために反対の肩越しに落ちた場合は含まない。

　３．〔両袖を持って投げ技を施すこと。〕関係
　　相手の両袖を左右それぞれの手で持ったまま袖釣込腰、大外刈、外巻込等の技を
施した場合をいう。

　　但し、相手の片袖を持って、相手に自身の片袖を持たせたまま内股等の技を施し
た場合は含まない。

第17条（抑え込み）附則に次を加える
　寝技の攻撃・防御において、脊椎及び脊髄に損傷を及ぼす動作と判断したときは
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「待て」とする。

２、置き換えるもの
第14条（一本）附則
　絞技は、「技の効果が十分現れた場合」を適用し、見込みによる「一本」とするこ
とができる。

３．本規定の改廃は、全日本柔道連盟審判委員会において協議し、常務理事会の承認
を得て行う。

付則　　この申し合わせは、平成22年５月１日より実施する。
　　　　平成23年６月14日 部分変更
　　　　平成27年３月31日 改正　平成27年６月１日より施行する。
　　　　平成27年11月30日 申し合わせを特別規定として改正し、施行する。
　　　　平成30年３月１日 改正　平成30年４月１日より施行する。
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